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この表示がでているときは、下糸巻き軸だけが
回転し、針は動きません。

表示が出ている間はぬえません。
また、模様も選択できません。

スタート・ストップボタン以外のボタンを押すと
警告音がでます。

他の作業を行うときは、必ず下糸巻き軸を
左に戻してください。

※

・ボタンを押すと、「ピッ」と１回鳴ります。

・正しく使用していないときなど、「ピッピッピッ」と３回警告音が鳴ります。

・ミシンがトラブルを起こし、ぬえないときは、「ピッピッピッ」と３回警告音が鳴ります。

ぬっている途中で、糸がカマにからむなどしてモーターがロックし、異常な負担がかかると、

モーターを保護する為、「ピッピッピッ」と３回警告音がして、ミシンは自動的に止まります。

・モーター負荷保護

・下糸巻き

下糸巻きが終わったまま、または、下糸巻き軸が右側に押されたまま、スタート・ストップ
ボタン以外のボタンを押すと、、「ピッピッピッ」と３回警告音が鳴ります。
解消するためには、下糸巻き軸を左に戻してください。

左に戻す

５０，５１ページの「困ったときには」を参照し、トラブルを取り除いてください。

作業を行うときは、必ず電源を切ってください。

「困ったときは」を参照し、原因に対処しても改善がみられないときは、お買い求めの

販売店へご相談ください。



補助糸立棒取り付け穴
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下糸巻き軸が右に移動し

模様番号表示窓には　　　　　が表示され、
点滅します。
この表示がでている間はぬえません。

下糸巻き軸を左に戻すと、表示は消えます。 糸巻き状態のとき表示
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補助糸立棒の使い方

スピード調整レバーで糸を巻くスピードを
はやいに設定します。

ボビンに通した糸はしを持ったまま、
スタート・ストップボタンを押して巻き
始めます。

巻き終わると、ボビンの回転がゆるやかに
なります。スタート・ストップボタンを押して
ミシンを止め、巻き終わりの糸を切ります。

下糸巻き軸を左側に戻し、ボビンを取り
外します。

少し巻いたら、いったん止めて、ボビンの
上の余分な糸を切ります。

もう一度スタートさせます。

下糸巻き軸が右に移動し

模様番号表示窓には　　　　　が表示され、
点滅します。
この表示がでている間はぬえません。

下糸巻き軸を左に戻すと、表示は消えます。 糸巻き状態のとき表示



ボビンを指で動かないように押えながら、
糸を引き出し、（Ａ）のツノの下引っかけます。
（ギュッと奥まで押し込んでください）
その後、矢印に沿って糸を引き上げます。
※糸をＢまで引き上げると、ツノの下の糸は③図の
　 点線位置に移動します。

ここでは、糸をギュッと押し込みましょう。
ゆるく糸をかけると糸調子がとれません。

次に、（Ｂ）の突起に糸を引っかけます。
ここもギュッと押し込むようにかけます。
その後、糸を図のように（Ｃ）位置の突起の
下まで糸を引きます。
このとき糸は切らずに、手前に少し出して
おきます。

カマカバーの左側の突起を、針板のミゾに
差し込み、右側を軽く押してカバーを閉じます。

カマカバーを閉じた後、手前に出ている
糸を左に引くと糸が切れ、セット完了です。

カマカバーを外し、糸のはしを出して、糸が
左回りになるようにして、中に入れます。



針上下ボタンを使用した後は、必ず電源スイッチを切ってください。

ボビンを指で動かないように押えながら、
糸を引き出し、（Ａ）のツノの下引っかけます。
（ギュッと奥まで押し込んでください）
その後、矢印に沿って糸を引き上げます。
※糸をＢまで引き上げると、ツノの下の糸は③図の
　 点線位置に移動します。

ここでは、糸をギュッと押し込みましょう。
ゆるく糸をかけると糸調子がとれません。
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その後、糸を図のように（Ｃ）位置の突起の
下まで糸を引きます。
このとき糸は切らずに、手前に少し出して
おきます。

カマカバーの左側の突起を、針板のミゾに
差し込み、右側を軽く押してカバーを閉じます。

カマカバーを閉じた後、手前に出ている
糸を左に引くと糸が切れ、セット完了です。

カマカバーを外し、糸のはしを出して、糸が
左回りになるようにして、中に入れます。





糸通し





③

三角ドライバー

針止めネジを三角ドライバーで手前に
回しゆるめ、針を下に引き抜きます。

新しい針の裏面（平らな面）を後ろにして、
針の止まる位置まで深く差し込んで、針止め
ネジを三角ドライバーで締め付けます。

はずみ車を手前に回して、針を一番上に
上げます。

押え上げレバーを下げ、押えを下げます。

平らな面





押え解除レバー

ミゾ

ピン

電源を切ります。
指先で押えホルダーのうしろに
ある、押え解除レバーを手前に
押すと押えが外れます。

針上下ボタンを１回または２回
押し、針を上げます。
押え上げレバーを上げ、押えを
上げます。

押えが完全にはまらないときは、
押え解除レバーを押してみて
ください。
どの押えも、この要領で取り外
し、または取り付けることができ
ます。

交換したい押えのピン部分を
押えホルダーのミゾの真下に
合わせます。

静かに押え上げレバーを下げ、
押えのピンを、押えホルダーの
ミゾに入れます。

外れます





模様番号表示の左側にある、模様の
ランプが点灯しているかを確認します。
点灯していない場合には、モード切替
ボタンを押し、模様の右横のランプを
点灯させます。

ふり幅の右側のランプが点灯している
かを確認します。
点灯していない場合には、モード切替
ボタンを押し、ふり幅の右横のランプを
点灯させます。

ぬい目の長さボタンの「＋」「－」を
押して、ぬいたい模様番号の十の位
（左側の数字）を指定します。

ふり幅ボタンの「＋」「－」を押し、ふり
幅を指定します。（※）

ぬい目の右側のランプが点灯している
かを確認します。
点灯していない場合には、モード切替
ボタンを押し、ぬい目の右横のランプを
点灯させます。

ぬい目の長さボタンの「＋」「－」を押し、
ぬい目の長さを指定します。（※）

※　模様を指定したとき、ふり幅は標準値で表示され

ふり幅ボタンの「＋」「－」を押して、
ぬいたい模様番号の一の位（右側の
数字）を指定します。

ています。（ぬい模様一覧　ふり幅欄の自動欄の
数値）
選択した模様により、設定できるふり幅の数値が
決まっています。詳しくは、次ページからの、「ぬい
模様一覧」の手動欄の数値をご確認ください。

※　模様を指定したとき、ぬい目の長さは標準値で
表示されています。（ぬい模様一覧　ぬい目の長さ
欄の自動欄の数値）
選択した模様により、設定できるぬい目の長さの
数値が決まっています。詳しくは、次ページからの
「ぬい模様一覧」の手動欄の数値をご確認ください。



ぬい模様一覧



ぬい模様一覧ぬい模様一覧



ぬい模様一覧



ぬい模様一覧



基本ぬい（直線ぬいとジグザグぬい）
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布はし
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地ぬい
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ボタン付け押えを取り付けます。

方向

方向

スタート・ストップボタン

止めぬいボタン

※1 ※2

スピードをゆっくりにして、スタートします。
10針くらいぬったら、ストップします。
ぬう前に、止めぬいボタンを押しておくと、
ぬい始めとぬい終わりに数針止めぬいを
して止まります。

ドロップフィードレバーを（a）方向に移動し、
はずみ車を手前に回し、送り歯を上げて
おきましょう。（11ページ参照）

布地の上にボタンを置きます。
はずみ車を手前に回し、針が左にきたとき
ボタンの左の穴に下りるようにセットします。
ボタンの左右の穴が真横に来るようにして
押えを下げます。

06（ジグザグぬい）を選び、針が左の穴の中
央に入るよう、ふり幅を調整します。

はずみ車を手前に回して、針の右の穴に入るか
確認します。入らないときは、ふり幅をもう一度
調整してください。

針と押えを上げ、ミシン左側の糸切りで糸を
切ります。布をひっくり返し、ぬい終わりの
下糸を引いて上糸を裏側に出し、上糸と
下糸を結びます。

※1 ボタンに根巻きなどの余裕をもたせたいと
きは、ボタンの上にまち針をのせてぬいます。
※まち針は付属品ではありません。

※2 ４つの穴を持ったボタンについては、先に
２つの穴をぬい、それから残りの２つの穴を
ぬいます。
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方向

方向

スタート・ストップボタン

止めぬいボタン

※1 ※2
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はずみ車を手前に回し、送り歯を上げて
おきましょう。（11ページ参照）

布地の上にボタンを置きます。
はずみ車を手前に回し、針が左にきたとき
ボタンの左の穴に下りるようにセットします。
ボタンの左右の穴が真横に来るようにして
押えを下げます。

06（ジグザグぬい）を選び、針が左の穴の中
央に入るよう、ふり幅を調整します。

はずみ車を手前に回して、針の右の穴に入るか
確認します。入らないときは、ふり幅をもう一度
調整してください。

針と押えを上げ、ミシン左側の糸切りで糸を
切ります。布をひっくり返し、ぬい終わりの
下糸を引いて上糸を裏側に出し、上糸と
下糸を結びます。

※1 ボタンに根巻きなどの余裕をもたせたいと
きは、ボタンの上にまち針をのせてぬいます。
※まち針は付属品ではありません。

※2 ４つの穴を持ったボタンについては、先に
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ぬいます。
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